
 
 

別紙５－④ 
事業概要と主な効果事例等 

【概要ページ】 
 
 
 

四国縦貫自動車道 伊予～大洲の事業評価 事後評価

１．主な効果 

四国縦貫自動車道 伊予～大洲の開通により 

（１）交通事故の減少 

（２）港湾へのアクセス向上  

（３）三次医療施設へのアクセス向上 

（４）観光地へのアクセス向上  

などの効果が発現されました。 
 

２．費用と効果の確認 

本事業にかかる費用と生じる便益により、算出される費用便益比は３．１となります。 

 費用便益比 ＝ ３．１   
 
 

３．地図 
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事業概要図 
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事後評価対象区間 ４．事業概要 

事 業 名 事業区分 事業主体 起 終 点 延長 全体事業費 

四国縦貫自動車道 

伊予～大洲 
高速自動車国道 西日本高速道路㈱

自：愛媛県伊予
い よ

市稲荷
い な り

 

至：愛媛県大洲
お お ず

市東大洲
ひがしおおず 31.8 ㎞ 1,264 億円 

 



【効果ページ】 

 
 

 

四国縦貫自動車道 伊予～大洲の事業評価 事後評価

（１）交通事故の減少  
 
 
 
 
 
 
  

事故率＝事故件数／交通量 

出典：H11、H15事故統計（交通事故総合分析センター） 

（開通後）（開通前）

一般国道56号と四国縦貫道を合わせた

死傷事故率（A/B） 
参考

 走行台キロとは ： 自動車の走行距離の総和。 （各

区間延長とその区間の交通量を乗じてた各区間を足し

合わせた総数） 

※事故件数には区間交通量だけでなく自動車の走行距

離による要因も含まれるため、交通量は走行台キロによ

るものとしています。 
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四国縦貫自動車道とこれに並行する一般国道５６号を合わせた死傷事故率は、93.7件/億台

㌔(H11)から 51.9 件/億台㌔(H15)へと約 3割減少しました。 

事業前後 



（２）港湾へのアクセス向上  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：四国運輸局海事振興部資料

出典：フェリー会社 HP 
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愛媛（松山以南）～九州間のフェリー便数の推移 

愛媛（松山以南）～九州間のフェリー便数が開通前の 34 便から 44 便へと増加しました。ま

た、それにともない四国～九州間のフェリーの自動車航送台数が593千台/年から653千台/

年へ増加しました。 

事業前後 



（３）三次医療施設へのアクセス向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：西日本高速道路㈱資料 
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   道路時刻表 

時間短縮　　　　　　　　　
92分→68分　24分短縮

大洲地区消防事務組合の救急車 

管轄外搬送時の高速道路利用率 

大洲市から三次医療施設への経路変化 

大洲市から三次医療施設(愛媛県立中央病院)への所用時間が 92 分から 68 分へと 24 分

短縮されました。大洲地区からの救急車管轄外輸送時の高速道路利用率が約４割から

９割以上に上昇しました。 

事業前後 



（４）観光地へのアクセス向上 
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内子町の観光入込客数の県内客と県外客の割合 

出典：内子町調べ 
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四国縦貫自動車道の開通により、内子町の観光地へ訪れる県外からの入込客数が約 2倍

に上昇。県外からの観光客の割合も４割から８割へ上昇しました。 

事業前後 



（５）環境の復元 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：西日本高速道路株式会社資料

改修後河川の様子 

 

出典：愛媛新聞(H12.6.19) 

道路建設に伴う河川付替を自然石の石積で行った結果、ホタルが生息可能な環境を復

元できました。 



（６）費用と効果の確認 
 

費用便益比：３．１ 

 
 

 

 

 

 

 

総費用 総便益 

１，８７７億円 ５，８１９億円 

事業費 維持管理費 
走行時間短縮
便益 

走行費用減少
便益 

交通事故 
減少便益 

基準年 

1,635 億円 242 億円 5,193 億円 448 億円 178 億円 平成１７年 

※ 費用、便益は、供用開始後 40 年後までに発生するものを現在の価値に換算した上で、合

計して算出しています。 

※ 四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがあります。 

道路整備の効果は多種多様ですが、このうち金額に換算できる効果に限定して、もたら
される便益を算出すると５，８１９億円となります。 
これに対して、建設や維持管理にかかる費用は１，８７７億円です。 
したがって、本事業にかかる費用と生じる便益より算出される費用便益比は３．１とな
ります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


